
トップの方の写真

北海道町村会について

北海道町村会は１４４町村で構成され、町村や地区町村会と協力しな
がら、町村行政の円滑な運営と地方自治の振興に寄与することを目的と
している組織です。

１４４町村の共通する課題を解決するための政務活動をはじめ、町村
財産の保全や、町村職員の暮らしを守るための各種共済事業を行うほか、
町村行政に関する調査研究や政策情報の提供、法務体制の支援、情報化
支援、町村の魅力発信事業、町村職員研修などの活動を展開しています。

現在、道内町村で進められております地方創生では、地域住
民の参画のもと、 地域特性をより一層生かせるよう、 知恵と工
夫を凝らした具体の施策を展開しており、 多くの女性が地域の
魅力を引き出すための取り組みにおいて､リーダーシップを発揮
されております。
地方創生をはじめ、 魅力あるまちづくりの実現に向けて基幹
産業の振興や教育､ 医療・福祉施策等の充実のためには、地域
の声を踏まえながら進めることはもとより、女性ならではの発想
や視点を反映させていくことが、大変重要と考えております。
今後も様々な場面で女性が活躍できる地域社会となるよう
取り組んでいきます。

北海道町村会 会長 棚野 孝夫 （白糠町長）

道内町村では女性の活躍に関する行動計画の策定、情報の公
表をはじめ、男女平等参画・女性に関する条例の制定や町村役
場における女性職員の管理職登用などの取り組みが実施されて
おります。

そうした取り組みの一環として、北海道町村会などで組織されて
いる北海道市町村職員研修センターにおいては、市町村職員の
研修カリキュラム等の充実を図っており、女性職員が個性と能力
を十分に発揮できるよう、「女性職員スキルアップ研修」等を実施
しているところであります。

これからも、豊かで活力ある社会を実現し、女性がより一層活
躍できる社会づくりを推進していきます。


